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昨
年
５
月
に
発
足
し
た「
平
田
村
学
校
等
統
合
委

員
会
」か
ら
の
提
言
書
が
３
月
６
日
、村
教
育
委
員
会

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

統
合
委
員
会
は
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴
っ
た

学
校
規
模
の
適
正
化

や
配
置
を
具
体
的
に
協

議
す
る
た
め
に
発
足
さ

れ
、
学
校
が
小
規
模
化

す
る
こ
と
に
伴
い
生
じ

る
様
々
な
課
題
を
解
消

す
る
と
と
も
に
、
村
が

目
指
す
教
育
の
実
現
に

向
け
、
小
中
学
校
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１　

課
題
と
目
的

　

平
田
村
に
お
け
る
現
在
の
児
童
生
徒
数
は
、急
激
な

少
子
化
や
過
疎
化
の
影
響
に
よ
り
20
年
前
の
半
分
以

下
ま
で
減
少
し
、今
後
も
減
少
を
続
け
る
予
測
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
と
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
る
た
め
に
は
、子
ど
も
た
ち
に
最
適
な
教
育
環

境
を
提
供
し
、地
域
に
健
全
な
社
会
を
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

２　

平
田
村
学
校
等
整
備
の
基
本
計
画

　

平
成
22
年
に
、「
平
田
村
立
学
校
統
廃
合
推
進
委
員

会
」が
発
足
し
、統
廃
合
に
関
す
る
平
田
村
の
基
本
的
構

想
が
定
ま
り
ま
し
た
。こ
の
基
本
的
構
想
の
も
と
、村
で

は
基
本
計
画
を
策
定
し
、
各
園
小
中
学
校
に
お
い
て
統

廃
合
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
構
想
で
は
、
蓬
田
小
学
校
と
小
平
小
学
校
を

１
校
に
統
合
し
、ひ
ら
た
清
風
中
学
校
の
近
隣
に
新
設
、

さ
ら
に
は
小
中
一
貫
校
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
現
時
点
で
最
適
な
環

境
と
な
る
の
か
等
を
含
め
て
再
度
協
議
し
、ま
た
、そ
れ

ら
の
実
現
に
向
け
た
課
題
を
整
理
す
る
た
め
に
調
査
業

務
を
実
施
し
、
小
中
学
校
の
再
編
の
可
能
性
を
模
索
し

ま
し
た
。

「
統
合
小
学
校
は
、ひ
ら
た
清
風
中
学
校
の
改
修
を
実
施
し
、

必
要
な
諸
室
を
増
築
し
た
一
体
型
の
施
設
を
目
指
し
た
い
」

提言書を手渡す村上委員長（左）

◎村上　吉高 行政区長会会長
吉田　大吉 上蓬田行政区長
国分　要吉 下北方行政区長

〇大山　弘喜 社会教育委員議長
遠藤　光子 蓬田小学校PTA会長
吉田　直人 小平小学校PTA会長
渡邉　　智 ひらた清風中学校PTA会長
渡部　嵩博 ひらたこども園保護者会長
石井　里香 蓬田小学校長
高宮　秀徳 小平小学校長
矢吹　憲正 ひらた清風中学校長
瀨谷　和枝 ひらたこども園長

◎委員長　〇副委員長

【委員名簿】 （敬称略）

小　学　校
1年 2年 3年 4年 5年 6年

2025
（R7）

児童生徒数 27 31 33 40 29 47
必要諸室 1 2 1 2 1 2

2030
（R12）

児童生徒数 22 15 29 29 22 26
必要諸室 1 1 1 1 1 1

2031
（R13）

児童生徒数 17 22 15 29 29 22
必要諸室 1 1 1 1 1 1

2035
（R17）

児童生徒数 17 17 19 19 14 15
必要諸室 1 1 1 1 1 1

①社人研による人口予測の指標を乗じて得た数と、各校の推計値により予測した児童生徒数。
②必要諸室数は、現時点での国と県の定めによる学級編制の基準により算定した単式学級数。

中　学　校
1年 2年 3年

2025
（R7）

児童生徒数 39 48 45
必要諸室 2 2 2

2030
（R12）

児童生徒数 28 32 38
必要諸室 1 1 2

2031
（R13）

児童生徒数 27 28 32
必要諸室 1 1 1

2035
（R17）

児童生徒数 15 29 29
必要諸室 1 1 1

将来児童数の推計
　児童生徒数の推計予測から、将来的に平田村が必要とする学校施設の教室数等を予
測する。将来的に、現施設の運用のままでは、児童数に対して適した規模や環境を確保
できないことがわかる。また、令和13年度以降では教室数が一定となることや中学校に
空き教室が発生することが確認でき、維持管理のコストを含めて検討を進めた。
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３　

本
委
員
会
か
ら
の
提
言
概
要

　

児
童
生
徒
数
の
推
移
や
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
勘
案
、
さ
ら
に
は
既
存
小
学
校
を
活
用
し
た

統
合
の
在
り
方
を
含
め
比
較
検
討
を
行
い
、「
児
童
生
徒

の
教
育
環
境
を
改
善
す
る
」と
い
う
視
点
と
、村
の
財
政

負
担
を
含
め
て
委
員
会
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を
進

め
、統
廃
合
の
方
針
を
定
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

平
田
村
の
将
来
を
見
据
え
、
慎
重
審
議
を
重
ね
た
結

果
、
決
定
し
た
小
学
校
統
合
に
関
す
る
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
令
和
13
年
度
を
目
標
に
小
中
一
貫
校
、
ま
た
は
、
義

務
教
育
学
校
と
し
て
、
蓬
田
小
学
校
と
小
平
小
学
校

の
統
合
小
学
校
を
整
備
す
る

②
ひ
ら
た
清
風
中
学
校
の
改
修
を
実
施
し
、
必
要
な
諸

室
を
増
設
し
た
一
体
型
の
施
設
と
す
る

③
給
食
セ
ン
タ
ー
や
児
童
ク
ラ
ブ
を
同
一
敷
地
内
に

配
置
す
る

④
廃
校
と
な
る
小
学
校
施
設
の
利
活
用
を
検
討
し
て

い
く

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
の
提
言
を
基
に
整
備

計
画
を
策
定
、
具
体
的
な

方
針
を
示
し
、
小
学
校
統

合
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

～各会議の経過や意見など（各会議議事録より抜粋）～

事務局

事務局

事務局

意　見

意　見

意　見

R7.5.28

R7.12.10

R8.2.25

総じて小学校の統合は、賛成であった。
中学校の近隣に新設するのは、費用や地理的（面積）に難しく感じられるため、増設を見据えたほうが良いのではな
いかとの意見や、多人数の教育環境によるメリットを考え、村としての小中一貫教育に期待をする声があった。
また、各小学校を利用する可能性について、事務局から投げかけた際には、もちろん廃校となるのは寂しく、建物と
してまだ利用可能なのではと考えられるが、永田への集約の利便性や一貫校として最大のメリットを感じるため
やむを得なく、今までの流れや総合的に考えて良いと思うとの回答であった。

平田村学校等整備の基本計画により、「将来、蓬田小学校と小平小学校を１校に統合し、統合中学校の近隣に新設す
る。その時点で、小中一貫校の設立を実現する。」という内容に基づいて共有を図る。さらには、児童生徒数の今後の
見込みを示し、協議に入る。

設置場所について、中学校の空き教室利用の併設案を採用したい意見が多かったが、5月の会議から変わり、どち
らかの小学校を利用した統合を再度検討したいとする意見があった。また、財政面への不安が見受けられた。
中学校の近隣である場合の交流面や連携等、教育現場としてはメリットを強く感じていた。

小学校建設検討調査業務の報告書により、中学校の近隣への統合小学校設置の可能性を示した。
また、小中一貫教育についての理解を深められる資料を確認し、協議に入る。

経費の比較により、既存小学校のどちらかに寄せた場合には中学校を増築した場合との差額が初期建築費用の村
負担額に数年で追いつき、その後もさらに既存小学校の修繕費かスクールバスに係る事業費などのコストが増し
ていくことがわかったため、中学校の増改築で対応するのが良いという意見で満場一致した。
教育機関がまとまっていることで、学びやすい環境が整うことへの期待や、村、義務教育学校と小中一貫校のどち
らを選択するかをこれから深めてほしいという意見であった。
廃校となった場合の利活用や、解体等も含め国からの補助などを活用しながら検討したいとする意見が強く出て
いた。

どちらかの小学校を利用した統合と、既存施設の増築による統合を実施した場合の、整備費用や維持管理コスト、ス
クールバスの構想などを提示し、協議に入る。
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